






~登山の数日前から、常に最新の気象情報で状況を確認ω
日本付近が高気圧に覆われていれば山でも比

較的穏やかな天気となりますが、このような状

態が長続きすることはほとんどなく、平地とは

比較にならないくらい急激な変化をします。特

に西高東低のいわゆる冬型の気圧配置では、激

しい風や雪、急激な気温低下が起こります。

例として平成19年1月5日から7日の毎日9時
の天気図を見てみましょう。 5日は高気圧に覆わ
れ晴れのところが多く気温も高くなりましたが、

6日から7日にかけて低気圧が急速に発達しなが
ら日本付近を通過し、その後強い冬型の気圧配
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置となり、各地で雨や雪、強風となりました。

さらに、大雪のときだけでなく、このような冬

型の気圧配置がゆるんだ後、穏やかな天気で気

温が上がったり、雨が降ったりすればなだれの

危険があります。山岳地域の斜面では注意報が

発表されていなくてもなだれが発生することが

ありますので常に注意が必要です。

登山の数日前から天気図や積雪状況などを確

認し、また、登山を始めてからも常に最新の気

象情報を利用して、どのような天気になるのか

を把握することが必要です。

様々な気象の情報は、常に最新のものを利用することが大切です。ラジオやテレビ、電話177のほか、
インターネットや携帯電話を利用した情報入手も可能です。

気象庁のホームページ (http://www.jma.go.jp)では、警報・注意報や天気予報、気象情報な
どはもちろん、アメダスによる各地の気象状況、最新の天気図、 24時間後、 48時間後の予想天気図を
確認することができます。

アメダス実況(積雪深、気温など) 実況天気図 48時間後の予想天気図

気象庁ホームページで閲覧できる主な情報

警報・注意報:現象の起こる地域や激しさの程度、時間帯など(災害の起こるおそれがあるときに随時発表)
気象情報:警報・注意報に先立つ注意喚起や警報・注意報の解説など(必要なときに随時発表)
天気予報:明後日までの天気、風、降水確率、最高・最低気温などの予報(毎日5、11、17時に発表)
週間天気予報:明日から7日間の天気、降水確率、最高・最低気温などの予報(毎日11、17時に発表)
アメ夕、ス:降水量、風、気温、積雪深、日照時間(毎時更新)
天 気 図:高気圧や低気圧、前線の位置など(実況は3時間毎、 24・48時間後の予想は12時間毎に発表)
火山情報:火山活動の異常や近況、評価など(必要なときに随時発表)火山登山ではその活動にも注意。


